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茶山生誕265年祭で 「神辺の四季」合唱 (神辺小児童)

茶
山
生
誕
二
六
五
年
祭
に
あ
た
り

菅
茶
山
顕
彰
△ム△ム長

鵜
野
謙
二

「菊
薫
る
か
ぎ
り
　
茶
山
の
文
化
あ
り
」

今
年
は
菅
茶
曲
生
誕
二
六
五
年
祭
に
あ
た
り
ま
す
。
菅
茶
山
顕
彰
会
は
、
発

足
以
来
、
神
辺
に
お
け
る
教
育
と
文
化
の
先
駆
者
菅
茶
山
の

「遺
芳

・
遺
徳
」

を
、
五
年
目
ご
と
の

「菅
茶
山
生
誕
祭
」
を
基
軸
と
し
て
顕
彰
活
動
を
継
承
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
功
績
に
対
し
、
昨
年
十

一
月
十
六
日
、
広
島
県
文
化
財
協

会
よ
り
表
彰
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
神
辺
平
野
は
、
今
年
も
豊
穣
の
秋
で
し
た
が
、
気
候
変
動
、
異

常
気
象
に
よ
り
、
全
国
各
地
に
猛
暑
、
台
風
、
局
地
的
な
大
雨
洪
水
、
竜
巻
等
、

甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
ｌ

ｏ
３

ｏ
ｌ
ｌ
の
東
日
本

大
震
災
の
復
興
は
遅
々
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
復
興
支
援
活
動
と
そ
の
支
援
ソ

ン
グ

「花
は
咲
く
…
…
生
き
て
い
く
絆
」
は
全
国
各
地
に
広
が
り
歌
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
茶
山
の
思
想
、
人
物
像

（中
庸
の
美
徳
の
精
神
）
と
重
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

菅
茶
山
が
拓
い
た

「黄
葉
夕
陽
村
舎
」
の
塾
名
は
、
南
に
饗
え
る
故
郷
の
山

「黄
葉
曲
」
と
神
辺
平
野
に
沈
む
美
し
い
夕
日
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
菅
茶
山
の
感
性
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

菅
茶
曲
は

「黄
葉
夕
陽
村
舎
」
の
存
続
を
福
山
藩
に
願
い
、
郷
塾

「廉
塾

・

神
辺
学
問
所
」
と
し
て
、
明
治
維
新
の
学
制
改
革
ま
で
約
百
年
間
、
学
問
と
文

化
の
種
を
蒔
き
、
全
国
各
地
か
ら
学
問
を
志
し
て
訪
れ
た
塾
生
を

「学
種
」
と

し
て
大
切
に
教
育
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
問
所
で
学
ん
だ
学
種
が
全
国
各
地

に
咲
か
せ
た
教
育

。
文
化
の
花
は
、
全
国
各
地
の
研
究
者
に
よ
っ
て
顕
彰
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

神
辺
町
内
の
各
小
学
校
で
は
、
毎
年
、

「史
跡
め
ぐ
り
」

（神
辺
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）
で
菅
茶
山
の
遺
芳

。
遺
徳
を
偲
び
、ま
た
、毎
日
、
授
業
前
に

茶
曲
詩
の
素
読
を
し
て
お
り
ま
す
。
将
に
、廉
塾
及
び
菅
茶
山
の
「遺
芳
・遺
徳
」

は
神
辺
の
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
り
、次両
り
う
る
宝
で
は
な
い
で
し
き
つ
か
。

記
念
す
べ
き
生
誕
祭
に
は
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
現
代
教

育
研
究
所
代
表

（元
盈
進
中
学
校
長
）
杉
原
耕
治
先
生
。
演
題
は
、

「神
辺
の

歴
史
と
文
化

～
菅
茶
山
の
歩
い
た
道
」
。
神
辺
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満

席
で

「分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
拝
聴
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。
地
域
各
位

の
ご
支
援
、
顕
彰
会
理
事
の
原
動
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
菅
茶
山
顕
彰
会
の
会
長
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

顕
彰
会
活
動
の
継
承
と
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
各
位
に
は
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


